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2Jp －7 女子学生の海外服飾品の選択・購買行動について
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被　　服

【目的】 我国の衣料mm は, 1970年代までは資源を輸入して製品を輸出する典型的な

加工貿易の形態をとり，それ以降は衣類の製品輸入に移行し ，年々増加の一途をたどり ，

1995年では ，全輸入総額の5.6% を占めるまでに至っている．この実態に着目して，それら

を把握するために ，ファッションに最も敏感な都市に通学する女子学生が，この製品輸入

にどのように関与しているかをみることにした.

【尨 去】 東京および東京近郊から，多t^女子大学に通学する18～24歳の女子学生443

名について, 1996年11月に，各自が所持している輸入服飾品についてアンケート調査を行

った.

【結果】 輸入服飾品の原産国では ，第１位が「中国」，次いで「イタリア」，「アメ

リカ」の順である ． 衣類では，第１位ヵ|「セーター・カーディガン」，次いで「服飾小

物類」，「バ
　ッグ」の

順である． 選択・購買行動の動機では，第１位が「デザインが良

い」，次いで「必要性から」，「色彩的な好み」の順である ．

以上のことから, 都t^に通学する女子学生は圖 脚に関する製品輸入については ，生産国 ，

縫製の良否 ，価格等よりも ，むしろ「形態」，「色彩」という外観の視点から選択・購買

が行われていることがみられた．

５月31 日（土）第Ｋ会場　11 : 00～12 : 30

I Ka － 1 蝦夷錦の織物構造
第２報　北海道開拓記念館所蔵資料９点について
○菊地美知子　　 小原奈津子　　（昭和女大）

目的　 我国 の各地に保存、保管されているアイヌ民族服飾資料を 、保存科学的並びに服

飾文化史的見地から、総 合的に研究を行 うことを最終目的として、継続的に調査研究を実

施している。本研究では、 第１報に引 き続き、北 海道開拓記念館所蔵資料９点について、

織物構造上 の特徴を明らかにする。
方法　 衣服形式の蝦夷錦について、表地の地織部分の織物構造、金属糸、文様部分に用

いられている色糸の構造について測定した。織物構造因子の測定 はJIS-L-1096 一般織物 試

験方 法に準じて行い、VH-6110 型バイパ ーマイクロ スコープ（KEYENCE 製）を用い、接 続

したCUP-II3型カラ ービデオプリンターのプ リントから測定した。 また繊維の形態観察、金

属糸の金属箔の厚さについては、採取可能な試料についてのみ生物顕 微鏡（ニ コンBIOPHO

TO）、あ るいはJSIJT-300 走 査型電子顕微鏡（mi 製 を用い、SEH 像から測定した。

結果　 蝦夷錦（山丹服）資料９点の うち、単一 種の布で構成されている もの４点、２種

の布での構成が３点、 ３種の布での構成が２点 で、全て絹織物である。 それらの織組織は、

朱子織、変化平織、変化斜文織、からみ織である。 厚さ（ 測定可能な試料の み）は、0.27

～0.40111111で、 織糸密度は、 たて20.0 ～150.0 本／ｃｍ、よこ10.8 ～60.0 本／ｃｍである。蝦夷

錦には、鮮やかな文様部分に数種の金属糸や色糸が用いられてい る。金属糸の形態は、 ほ

とんどが絹の芯糸に金属箔を巻いた撚金で、 見掛けの直径は、0.15 ～0. 62niiiiである。 金属

箔の巻き方向は、全てＺ方向で、巻 き数8.3 ～18.9 回／ｃｍ、幅0.25 ～0.91inin、厚さ30.8 ～

92.3 μｍ である。多 種の色糸は、 ほとんどが引 揃えの絹糸で、見掛け の直径0. 08～1.07niiD

で、文様に合わせた糸 使いになっている。
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